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（1）名称及び代表者名

関東機電株式会社

代表取締役　関口哲一

（2）所在地

東京都小平市小川東町4-6-6

（3）環境管理責任者氏名連絡先

責任者 佐藤さおり TEL:042-344-3320

（4）事業内容

（5）事業の規模

売上高 34,516 万円（令和4年7月決算）

従業員数 20 名

床面積 278.5 ㎡

（6）事業年度

8月1日　～　7月31日

（7）認証・登録の対象組織

対象組織 関東機電株式会社

対象活動 電気設備工事の設計・施工

◇企業理念

関東機電株式会社は　CS　＝　ES　＝　CSを目指しております

お客様の声に耳をかたむけ、社員の一人一人の発想を大事にする事が

All　Satisfaction（全ての満足）になると確認し歩み続けます。

・CS　＝　Customer　Satisfaction（お客様満足）

・ES　＝　Employee　Satisfaction（社員満足）

・CS　＝　Company　Satisfaction（会社満足）

電気工事

１．組織の概要

tel:042-344-3320


2.環境経営実施体制 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                               2023/7/24 

◇責任と権限 

  

代表者（社長） 1.取り組み内容の対象組織・活動の明確化（要求事項1） 

2.経営における課題とチャンスの明確化（要求事項 2） 

3.環境経営方針の作成、全従業員に周知（要求事項3） 

4.実施体制の構築（要求事項7） 

5.代表者による全体の評価と見直し・指示（要求事項14） 

6.環境経営レポートの承認 

7.その他 

環境管理責任者 ・EA21 ガイドラインの要求事項を満たす環境経営システムを構築し、実行し環境面に実績を向上させ

る 

・上記の結果を社長に報告する 

・EA21 文書類の承認をする 

・環境委員会の委員長として環境経営システム全般の舵取りを行い実行を推進する 

環境委員会 ・EA21 環境経営システムを構築し、文書化し、実行を推進する 

・環境への負荷の自己チェックを実施する 

・環境への取組の自己チェックを実施する 

・環境管理責任者を補佐し、問題点の審議と解決策を立案する 

・１回/月 環境委員会を開催する 

部門長及び全従

業員 

・自部門内の環境経営目標、環境経営計画の達成と実績の把握を行う 

・環境経営方針、自部門の環境経営目標、環境経営計画を部門全員に周知する 

・自部門に関連する法規制等を遵守する 

・社内外の環境情報の収集と伝達をする 

・自部門内の緊急事態への準備及び対応の訓練を実施する 

 

代表者 関口哲一 

環境管理責任者 佐藤さおり 

環境委員会（関口・佐藤・野島） 

工事部 野島正年 技術部 営業部 総務部 
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３．環境経営方針

行動指針

1. 二酸化炭素排出量の削減

①	電力使用量の削減による二酸化炭素の排出量を削減します

②	エコドライブを実践し、車両燃料の消費量を削減します

2. 	一般廃棄物排出量の削減します

3. 	産業廃棄物排出量を削減します

4. 	日常的な節水による水使用量を削減します

5. 	環境に配慮した施工を推進します

6. 	事業活動に関係する環境関連法規制、条例、協定を遵守します

7. この環境経営方針を当社で働く全従業員に周知します

2023.3.31

関東機電株式会社

代表取締役　　関口　哲一

基本理念

関東機電株式会社は、多摩地区を中心とする東京一円の企業・施設・住宅における一般電気設

備・高圧電気設備・防災設備・弱電設備・太陽光発電設備・空調換気設備・コイン式トイレ管理

システム等、設計業務からアフターメンテナンスまでのトータルサポートを提供させていただい

ております。

2050年のカーボンニュートラル実現に向けて、照明をLED化に更新、太陽光パネルの設置等、

電気工事を通じて、環境負荷の削減を推進します。さらに2030年の国際社会の目標である「持

続可能な開発目標（SDGｓ）」に取り組みます。

また、社内においても、地球温暖化防止と環境破壊防止を目指し、環境経営の継続的改善を行

い、一人一人が環境負荷の削減を目指します。



４．環境経営目標

調査対象期間 中期目標

50期（2021.8～

2022.7）実績

50期（2022.4～

2022.7）4カ月実績

51期（2023.4～

2023.7）4カ月目標

52期（2023.8～

2024.7）目標

53期（2024.8～

2025.7）目標

54期（2025.8～

2026.7）目標

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

9,535㎏-CO2 33,317㎏-CO2 32,977㎏-CO2 32,977㎏-CO2

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

6,845kwh 23,625kwh 23,384kwh 23,384kwh

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

2,717ℓ 9,296ℓ 9,201ℓ 9,201ℓ

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

43.6ℓ 129ℓ 128ℓ 128ℓ

基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

265ℓ 262ℓ 262ℓ

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

20.8kg 65.3kg 64.7kg 64.7kg

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

42.6㎏ 125㎏ 124㎏ 124㎏

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

3,326㎏ 13,587㎏ 13,448㎏ 13,448㎏

基準年度比▲1% 基準年度比▲2％ 基準年度比▲3％ 基準年度比▲4％

68㎥ 235㎥ 233㎥ 233㎥

基準年度比1% 基準年度比2% 基準年度比3％ 基準年度4％

71% 72% 73% 74%

※二酸化炭素排出係数は、2022年公表の調整後排出係数0.447kg-CO2/kWhを適用した

区分 項目

1.二酸

化炭素

削減

1.二酸化炭素排

出量の削減

2.廃棄

物削減

灯油の削減

ガソリンの削減

電力の削減

軽油の削減

70%

液化石油ガス 66.65kg 21kg

水使用量の削減

産業廃棄物削減

一般廃棄物削減

24,107kwh

4.グ

リーン

購入

文房具のグリー

ン購入
70%

3.節水

132ℓ

この期間実績なし

基準年

69㎥

3,360㎏

43㎏

44ℓ

2,744ℓ

6,914kwh

9,631kg-CO2

128㎏

13,864㎏

240㎥

270ℓ

9,486ℓ

0ℓ

33,997㎏-CO2



５．環境経営計画

実施内容 部門責任者

①使用していない照明やPCを消すことによる電力使用量の抑制 総務部長

➁冷暖房の温度の設定管理とエアコンフィルターの清掃 総務部長

①燃料効率の良い速度で運転 工事部長

➁効率の良い配車計画による車の利用 工事部長

③アイドリングストップ 工事部長

④適正な空気圧の保持 工事部長

⑤車両管理表の記入徹底による燃費管理 工事部長

①廃棄物の分別の徹底 工事部長

➁コピー用紙の裏紙利用 工事部長

③事務用品・工具資材等の積極的なグリーン商品購入 工事部長

①産業廃棄物の分別の徹底 工事部長

➁マニュフェストの管理の徹底 総務部長

①節水意識の喚起 総務部長

➁節水表示板の設置 総務部長

①低騒音機械の採用 工事部長

②充電工具の採用による電気使用量の削減 工事部長

③仮設投光器のLED化による電気使用量の削減 工事部長

環境に配慮した施工の

推進

環境経営方針

二酸化炭素

排出量の削

減

電気使用量

の削減

ガソリン使

用量の削減

廃棄物排出量の削減

水使用量の削減



６.環境経営目標の実績

区分 項目

50期（2021.8～

2022.7）実績

50期（2022.4～

2022.7）4カ月実績

51期（2023.4～

2023.7）4カ月目標

51期（2023.4～

2023.7）4カ月実績

達成度（2022年4～7月

2023年4～7月を比較）
環境経営計画の取組評価

基準年度比▲1%

9,535㎏-CO2

基準年度比▲1%

6,845kwh

基準年度比▲1%

2,717ℓ

基準年度比▲1%

43.6ℓ

基準年度比▲1%

20.8kg

基準年度比▲1%

42.6㎏

基準年度比▲1%

3,326㎏

基準年度比▲1%

68㎥

基準年度比1%

71%

※二酸化炭素排出係数は、2022年公表の調整後排出係数0.447kg-CO2/kWhを適用した

70% 64% 目標比9.9％増の購入率
グリーン購入よりも価格を優先し

たため目標達成とならず

エネルギー排出

量

二酸化炭素排出

量の削減

文房具のグリー

ン購入
グリーン購入への切替え増加 70%

240㎥ 69㎥ 54㎥

この期間実績なし

目標比37.0%の削減

目標比30.3％の削減

目標比20.6％の削減

区分

1.二

酸化

炭素

削減

2.廃棄物削減

3.節水

4.グリー

ン購入

目標比と増減なし

目標比11.9％の削減3,360㎏ 2,932㎏

軽油の削減 132ℓ 44ℓ 0ℓ この期間実績なし

灯油の削減 270ℓ 0ℓ この期間実績なし 0ℓ

液化石油ガス 66.65kg 21kg 14.49kg

水使用量 水使用量の削減

電力の削減

一般廃棄物排出量 一般廃棄物削減 128㎏ 43㎏ 42.6㎏

産業廃棄物排出量 産業廃棄物削減 13,864㎏

目標比7.0％の削減

ガソリンの削減 9,486ℓ 2,744ℓ 1,713ℓ

24,107kwh 6,914kwh 6,368kwh

基準年 調査対象期間

33,997㎏-CO2 9,631kg-CO2 6,864kg-CO2
目標比28.0％の削

減

－

近隣現場が多かったことにより目

標達成

冷暖房の温度管理、フィルターの

清掃を行うことにより目標達成

電力・ガソリン・液化石油ガスの

削減により目標達成

洗濯機を使用しないことによる使

用量の削減となり目標達成

現場で排出する廃棄物が少なかっ

たことによる目標達成

ゴミの削減が社内で徹底できてい

なかったため増加

ガスでお湯を沸かすことを少なく

したことにより目標達成

－



7．環境経営計画の結果とその評価、次年度の取組内容

結果 評価の内容 次年度の取組

①使用していない照明やPCを消すことによる電力

使用量の抑制ができた
継続

➁冷暖房の温度の設定管理とエアコンフィルター

の清掃を行った
継続

①燃料効率の良い速度で運転した 継続

➁効率の良い配車計画による車の利用ができた 継続

③アイドリングストップを実行した 継続

④適正な空気圧の保持になるよう点検を行った 継続

⑤車両管理表の記入徹底による燃費管理を行った 継続

①廃棄物の分別の徹底ができなかった
分別の徹底を

行う

➁コピー用紙の裏紙利用をした 継続

③事務用品・工具資材等の積極的なグリーン商品

購入をした
継続

①産業廃棄物の分別の徹底をした 継続

➁マニュフェストの管理の徹底をした 継続

①節水意識の喚起を行った 継続

➁節水表示板の設置をした 継続

①低騒音機械の使用

②充電工具の使用

③仮設投光器のLED化の採用

環境に配慮した施工の

推進
〇 継続

〇

〇

△

〇

〇

産業廃棄物リサイクル

率の向上

水使用量の削減

環境経営方針

二酸化炭素

排出量の削

減

電気使用量

の削減

ガソリン使

用量の削減

廃棄物排出量の削減



作成日2023/4/28

適用環境関連法

規等
条項 適用される事項 確認日 確認者

12条2項

産業廃棄物一次保管場所の保管基準及び掲示

板

掲示板の大きさ60ｃｍ×60cm以上、産表廃

棄物の種類、管理者名

2023/7/24 環境管理責任者

12条5項

認可を受けた廃棄物運搬業者と契約、契約内

容に沿った廃棄物品目の委託、契約書、許可

証の確認

2023/7/24 環境管理責任者

12条1

項、6条1
産業廃棄物収集運搬車両表示 2023/7/24 環境管理責任者

12条3項
マニュフェストの交付と5年間の保管処理、

A,B2,D,E票　戻り期間の管理を実施する
2023/7/24 環境管理責任者

12条3項
知事へ産業廃棄物管理票の交付状況報告書を

提出
2023/7/24 環境管理責任者

フロン排出抑制法 第3章
第1種特定製品の点検、記録（業務用ｴｱｺﾝ)

簡易点検3か月ごと。記録は廃止後3年間保存
2023/7/24 環境管理責任者

家電リサイクル法 6条
リサイクル料金支払い及び指定引取り場所へ

の持込
2023/7/24 環境管理責任者

資源有効利用促進

法
4条

JBRC（小型充電式電池リサイクル）への登

録・処理
2023/7/24 工事部長

小平市廃棄物の減

量及び処理に関す

る条例

10条、

25条、

49条

廃棄物発生の抑制、再利用による廃棄物の減

量、事業系廃棄物の適正な運搬、指定収集袋

による廃棄

2023/7/24 環境管理責任者

建設リサイクル法 5条

建設資材の選択、施工方法等の工夫により建

設資材廃棄物の抑制に努め、届出が必要な工

事においては遅滞なく届け出を行う

2023/7/24 工事部長

建築基準法 28条の2 石綿含有物の使用禁止 2023/7/24 工事部長

大気汚染防止法 18条の17 特定粉じん排出等作業の届出を行う 2023/7/24 工事部長

環境基本法 8条 事業者としての責務を果たすことへの取組 2023/7/24 工事部長

第3章11条低圧電気取扱特別教育の受講 2023/7/24 工事部長

第3章11条高圧・特別高圧取扱特別教育の受講 2023/7/24 工事部長

法8条 防火管理者の任命 2023/7/24 総務部長

法8条の3 消火設備、避難路 2023/7/24 総務部長

車両運転道路交通法 全条 速度超過、過積載、酒気帯び、事故時の処置 2023/7/24 総務部長

環境関連法規制等の遵守状況の確認の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。

なお、違反、訴訟等も過去3年間ありませんでした。

外部からの環境上の苦情・要請等はありませんでした。　　　　　　　　　2023年7月24日

労働安全労働安全衛生法

火災予防消防法

８．環境関連法規

廃棄物等

廃棄物処理法

環境全般



9.代表者による全体評価と見直し・指示

実施日：2023年8月1日

●環境管理責任者の報告

① 実施期間　2023年4月1日～7月31日（4カ月間）

② 環境経営計画に基づき予定通り実施

③ 環境関連法規等の遵守状況

　当該法令は遵守している

④ 外部からの環境に関する苦情や要望及びその対応結果

なし

⑤ 環境異常、緊急事態の発生状況及びその対応結果

　発生なし

⑥ 環境目標の達成状況

単位 目標 実績 コメント 評価

二酸化炭素排出量の削減 ㎏-CO2 9,535 6,864 目標比38.3％の削減 〇

電力使用料の削減 kwh 6,845 6,368 目標比16.0％の削減 〇

ガソリン使用量の削減 ℓ 2,717 1,713 目標比46.9％の削減 〇

液化石油ガス使用量の削減 ㎏ 21 14 目標比27.5％の削減 〇

一般廃棄物排出量の削減 ㎏ 42.6 42.6 目標比1%の増加 △

産業廃棄物の削減 ㎏ 3,326 2,932 目標比12.7％の削減 〇

水使用量の削減 ㎥ 68 54 目標比21.7％の削減 〇

文房具ｸﾞﾘｰﾝ購入への切替え ％ 71 64 目標比9.9％増購入率 ×

●代表者による評価と見直し・指示

①代表者による評価

会社全体で数字をたててエネルギーの削減に取り組んだのは初めてであるが、

取り組む目的があることが、社内のエネルギーの削減につながった結果となった。

ただし、エネルギー使用量の増減は、社員の増減や、売上に比例してくることもあり、

単純に削減できたとは思っていない。

引き続きエネルギーの削減に取り組んでいく。

②代表者による見直し・指示

項目

環境経営方針

環境経営目標

環境経営計画

実施体制

指示の有無 評価コメント

無し

無し

無し

無し 問題なし

続行する

問題なし

問題なし


